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１．研究計画の概要 

目的：司馬遷『史記』にも製鉄記事の多い

四川省成都平原において、発掘調査成果に基

づく秦漢代製鉄遺跡を解明することを目的

とする。 
計画：2007 年度までに踏査によって、鉄

滓、炉壁といった製鉄関連遺物が出土し、土

器の出土によって漢代前後の時代が想定さ

れる遺跡を選定し、2008 年度以降、順次発

掘調査する計画を立てた。毎年度、春期～秋

期の間に、発掘調査予定遺跡の予備調査･地

主との交渉を実施し、12 月に発掘調査し、翌

年２．３月に資料整理を実施することとした。 
  

２．研究の進捗状況 
 初年度にあたる 2008 年 5 月に四川大地震

が発生し、その年は発掘調査を断念し、既採

集資料の整理作業を実施した。 
 2009 年度は蒲江県鉄牛村遺跡を発掘調査

したが、その規模と内容は注目すべきで、そ

の後 2011 年まで調査を継続し、炒鋼炉複数

起訴して製鉄副産物の大型廃棄土坑を発見

した。中国で最初の発見例となった。また土

器も多数出土し、その年代が前漢代中期と判

明し、長江流域最古の製鉄遺跡と注目されて

いる。このほか、2009 年度には沙子堂遺跡、 
2010 年度には鉄屎壩遺跡を発掘し、集中し

て製鉄遺跡を発見し、そのたびごとに資料整

理を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

完全な形を復元可能な製鉄炉を発見する

ことができ、また大廃棄土坑を発見すること

で、製鉄の減量、燃料、生成された鉄の種類

も判明しつつある。復元可能な製鉄炉が後漢

代（古石山遺跡 C 地点）であるため、前漢代

あるいはそれ以前の製鉄炉そのものを発見

したいところであるが、それは実現していな

い。しかしながら、予想以上の成果が上がっ

ているといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 地表調査で漢代末期から三国時代にかけ

ての遺跡である許鞋匾遺跡を発見しており、

最終年度はこの遺跡を発掘調査して、フィー

ルド調査の最後としたい。そして今年度は、

春期より現在までの発掘成果の整理に着手

し、年度末には許鞋匾遺跡の成果も含めて、

研究報告を行うこととしたい。 
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